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パブリックコメント後の修正点（新旧対照） 

 

通番 頁 パブコメ前 修正 

6 目次 

 

 

 

 

構成を見直し 

 

資料５ 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

8 P4 

 

 

時点更新した将来交通体系図を追加 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

11 P108 

 

 

第４章に中間見直しの総括としてとりまとめ、表現を見直し 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

11 109 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

13 P13 

 

内容の全体的整理 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

14 P14 

 

※バスの乗り継ぎ運賃割引施策効果の検討を進めるとともに、他のバ

ス利便性向上施策を検討する。 

文言修正 

※バスの乗り継ぎ運賃割引施策実施効果の再確認を含め、路線バス

の利便性向上施策を検討する 

17 P16 

 

1-4：周辺自治体との連携の検討 

■進捗状況 

・箕面市が北大阪急行延伸に伴うバスを再編 

文言修正 

 

進捗状況 

・箕面市が北大阪阪急行延伸に伴うバス路線再編を検討 

19 P27 

 

■進捗状況 

 

内容追加 

進捗状況 

・ゾーン 30の導入 

 

■ゾーン 30の導入 

速度抑制と通過交通排除を目的にゾーン 30 を導入している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ゾーン 30 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

21 P34 

 

■自転車通行空間の整備・推進（P26） 

 

図を拡大 

 

 

26 
P108 

～109 

通番 11参照 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

27 P18 

 

４.２ 多様なタクシーサービス等の展開（P96） 

１） 現状・課題 

高齢者は今後も増加が予測されており、それに伴い要支援・要介護者

も今後増加が予測されている。保健福祉に関するアンケートからは、

障害者の方の外出頻度は週に 2～3回以上が約 8割おり、公共交通や徒

歩等の移動が多くで福祉タクシーの移動は少ない。一方、外出や移動

支援サービスで必要なサービスとしては、突発的な外出への支援が挙

げられており、福祉タクシーに対する移動需要がある程度存在してい

ると考えられる。 

文言修正 

 

■福祉交通に関する現状と課題 

高齢者は今後も増加が予測されており、それに伴い要支援・要介護

者も増加が予測されている。保健福祉に関するアンケートからは、

障害者の外出頻度は週に 2～3回以上が約 8割おり、公共交通や徒歩

等の移動が多くで福祉タクシーの移動は少ない。一方、外出や移動

支援で必要なサービスとしては、突発的な外出への支援が挙げられ

ており、福祉タクシーに対する移動需要がある程度存在していると

考えられる。 

28 P18 

 

■市の人口推移と高齢化率（P96） 

人口は 2012年以降増加傾向にある一方で、高齢者（65歳以上）人口

も増加しており、今後も増加が予測され、2025年時点で、約 7万人、

およそ 4人に 1人が高齢者となる。 
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出典：住民基本台帳（隔年 3月末時点）、推計値は高齢者保健福祉計画（第 8次）

介護保険事業計画（第 7期） 

図 人口推移と高齢化率の推移及び将来予測値 

文言・グラフ・出典を修正 

・市の人口推移と高齢化率 

人口は増加傾向にある一方で、高齢者（65歳以上）人口も増加して

おり、今後も増加が予測され、2045年時点で、約 9万人、およそ 3

人に 1人が高齢者となる。

 

出典：国勢調査、推計値は国立社会保障・人口問題研究所「将来の地域別男女 5

歳階級別人口」 

図 人口推移と高齢化率の推移及び将来予測値 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

29 P18 

 

■介護保険被保険者数と高齢者比の推移（P96） 

介護保険被保険者数は 2013 年以降増加傾向にあり、2025 年には、

12,200人と予測されている。 

文言修正 

・要支援・要介護認定者と高齢者比の推移 

要支援・要介護認定者は 2013年以降増加傾向にあり、2025年には、

12,200人と予測されている。 

30 P18 

 

これに伴い、近年減少傾向であった要支援・要介護に対する高齢者比

は、将来 18.04になることも予測されている。 

 

 

出典：住民基本台帳（隔年 3月末時点）、推計値は高齢者保健福祉計画（第 8次）

介護保険事業計画（第 7期） 

図 介護保険被保険者数と高齢者比の推移及び将来予測値 

文言修正 

これに伴い、近年減少傾向であった要支援・要介護認定者の高齢者

人口に対する比率は、将来 18.0%に増加することも予測されている。 
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出典：住民基本台帳（各年 3月末時点）、推計値は高齢者保健福祉計画（第 8次）

介護保険事業計画（第 7期） 

図 介護保険被保険者数と高齢者比の推移及び将来予測値 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

33 P21 

 

■福祉交通の位置づけ（P99） 

福祉交通は、鉄道やバスなどの公共交通をはじめ、日常的な移動が困

難な方の移動手段の 1 つと考えられる。本市においては、これらを福

祉部局と連携し福祉交通に係わる各事業の展開を図っていくこととす

る。 

文言修正 

・福祉交通の位置づけ 

福祉交通は、鉄道やバスなどの公共交通を補完し、移動困難者の交

通手段の 1つと考えられる。本市においては、福祉部局と連携し福

祉交通に係わる各事業の展開を図っていくこととする。 

34 P21 

 

 

 

図 公共交通のサービス領域 

 

文言修正 

 

 

図 公共交通のサービス領域についての考え方 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

36 

P37 

 

施策７：地域との協働による、利用しやすい公共交通の検討（P31） 

■進捗状況 

・北部地域の魅力に係る調査 

・エリアガイド「いばきた」に路線バスの利用を提案：「いばきた」

を改訂し、内容を充実させ、北部地域の魅力を PR 

・山間部の自治会と将来のまちづくりについての意見交換を実施中 

 

施策 11－6 と合わせて再整理 

 

進捗状況 

・山間部地域の移動実態に関する調査の実施 

 

 

・山間部の自治会と将来のまちづくりや移動手段確保についての

意見交換を実施中 

・山間部を中心に、住民主体の買物支援サービス創出を検討 

P71 

 

11-6：バス停までの移動支援についての検討 

■進捗状況 

 

・山間部を中心に、住民主体の買物支援サービス創出を検討 

施策 11－6 と合わせて再整理 

 

進捗状況 

 

・山間部における移動手段確保検討の一環として最寄りバス停まで

の移動手段確保を検討 

P37 

 

11-6：バス停までの移動支援についての検討 

■山間部の移動手段確保の検討 

茨木市の山間部の総人口は減少傾向にあり、65歳以上人口は 41％で、

約 5人に 2人が高齢者の状況である。 

公共交通利用圏域は、概ね人口居住地域を縦断するようにバスが運行

されているが、バス運行本数は 1時間当たり片方向 1本未満と、必ず

しも利便性が高い状況ではない。 

そのため、外出時の交通手段は自動車依存が高く、買物や通院は半数

以上が自動車を利用している。 

 

施策 7 と合わせて再整理 

 

■山間部移動手段に関する現状 

茨木市の山間部の総人口は減少傾向にあり、65歳以上人口は 41％

で、約 5人に 2人が高齢者の状況である。公共交通利用圏域は、概

ね人口居住地域を縦断するようにバスが運行されているが、バス運

行本数は 1 時間当たり片方向 1 本未満と、必ずしも利便性が高い状

況ではなく、居住者の交通手段は自動車に依存している現状であり、

今後さらに利用者が減少した場合、バスのさらなるサービス水準の

低下や、廃止につながる恐れもある。 

 



12 

 

通番 頁 パブコメ前 修正 

37 － 

 

4.3.山間部の移動手段確保【基本方針 2・テーマ⑥・施策 11-6】（P100） 

１） 現状・課題 

評価指標であるバス利用者数は増加傾向にあるが、人口一人当たりの

バス乗降回数でみると減少傾向にある。利用者の減少は、事業者の収

入減につながり、その結果サービス水準の低下につながる負のスパイ

ラルに陥るため、この負のスパイラルをいかに止めるかが課題となる。 

本市のバスサービスについて、現状でサービス水準が低い地域の 1つ

に山間部地域が挙げられる。 

 

■市の人口推移と一人当たりバス乗降回数 

人口は 2004年以降増加傾向にある一方で、年間のバス乗降人数を人

口で除した値を人口一人当たりのバス乗降回数と考えると、乗降回数

は 2004年以降減少傾向にある。 
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出典：茨木市統計書 

図 人口推移と一人当たりバス乗降回数 

削除 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

38 － 

 

4.3.山間部の移動手段確保【基本方針 2・テーマ⑥・施策 11-6】（P100） 

近年、同地域は高齢化が進展しており、地域内を運行するバスのサー

ビス水準は 1時間に 1本未満と低い。そのため、居住者の交通手段は

自動車に依存している現状であり、今後さらに利用者が減少した場合、

バスのさらなるサービス水準の低下や、廃止につながる恐れもある。 

削除 

 

39 

P38 

 

■山間部地域の外出傾向（P101） 

 

文言追記 

・山間部地域の外出傾向 

 

また、目的別の移動手段は自動車の分担率が高く、買い物や通院

目的での外出時の自動車分担率は、65歳未満で 70％、65歳以上で

60％の割合を占める。 

P39 

 グラフ追加 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

41 P33 

 

 

頁を移動・再整理 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

41 P34 
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通番 頁 パブコメ前 修正 

43 P98 

 

 

４.５. 高齢者運転免許証自主返納支援事業 【基本方針 1・テーマ①】 

１） 現状・課題 

茨木市総合交通戦略の計画目標である市内の人身事故発生件数は減

少傾向だが、一方で、大阪府下で高齢者（65歳以上）のドライバーの

事故件数は横ばい傾向にあり、高齢者の免許返納の促進が課題として

残っている。 

 

■高齢者ドライバーの事故 

大阪府下の自動車関連の事故件数の推移をみると、2010年以降、全

事故件数は減少傾向にあるものの、高齢者（65歳以上）のドライバー

が関わる事故は横ばい傾向にある。 

内容修正 

２.５. 新たな取り組み施策 

１） 高齢者運転免許証自主返納支援事業 

① 施策検討の背景 

 

 

 

 

 

大阪府下の自動車関連の事故件数の推移をみると、2010年以降、全

事故件数は減少傾向にあるものの、高齢者（65歳以上）のドライバ

ーが関わる事故は横ばい傾向にある。今後の高齢化の進展を見据え

ると、高齢者ドライバーの事故件数の増加が懸念される。 

 


